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健
全
な
森
林
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に		

	

〜
森
林
税
を
活
用
し
た
取
組
〜	

県
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
な
生
活
を
確
保
し
、
森
林
を
健
全
な
姿
で
次
の

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
「
長
野
県

森
林
づ
く
り
県
民
税（
森
林
税
）」
を
活
用
し
て
森
林
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
水
源
の
涵
養
や
土
砂
災
害
防
止
な
ど
、
森
林
の
持
つ
機

能
の
高
度
発
揮
を
図
る
た
め
、
手
入
れ
の
遅
れ
た
里
山
の
間
伐
を
重
点
的
に
行

う
と
と
も
に
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
は
間
伐
材
の
搬
出
や
利
活
用
な
ど
新
た

な
取
り
組
み
に
よ
り
持
続
的
な
森
林
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
森
林
税
を
財
源
と
し
た
森
林
づ
く
り
推
進
支
援
金
を
活
用
し
て
、
地
域

固
有
の
森
林
づ
く
り
等
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
市
町
村
が
独
自
性
と
創
意

工
夫
に
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

森
林
税
を
活
用
し
た
市
町
村
独
自
の
取
組	

	
	

︱
森
林
づ
く
り
推
進
支
援
金
︱

県
内
全
て
の
市
町
村
に
お
い
て
工
夫
を
凝
ら
し
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
、
暮
ら
し
に
身
近
な
場
所
で
県
産
材
を
活
用
し
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る

２
町
村
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

◆	

県
産
材
の
木
製
遊
具
設
置（
木
曽
郡
木
曽
町
）

木
曽
町
で
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月
に
町
の
教
育
施
設
と
し
て
修
復
開
館
し

た
旧
帝
室
林
野
局（
通
称 

御
料
館
）の
木
工
振
興
支
援
室
に
、
子
育
て
世
帯
を
中

心
に
木
の
温
も
り
を
感
じ
な
が
ら
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
県
産
材
の
木
製
遊
具
を

整
備
し
ま
し
た
。

七
月
の
開
館
か
ら
平
成

二
十
七
年
八
月
ま
で
に
延
べ

二
千
百
人
以
上
の
皆
様
が

利
用
さ
れ
、リ
ピ
ー
タ
も
多

く
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。ま
た
、本
年
度
は
町
民
有

志
に
よ
る「
子
育
て
カ
フ
ェ
」

や
公
民
館
の
木
育
講
座
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
も
、よ
り
多
く
の
方
に
利
用
を
し
て
も
ら
え
る
施
設
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆	

県
産
材
の
本
棚
設
置（
東
筑
摩
郡
朝
日
村
）

朝
日
村
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度
に
村
で
生
産
さ
れ
た
カ
ラ
マ
ツ
材
を
使
い

村
内
の
家
具
職
人
に
お
願
い
し
て
本
棚
を
製
作
し
ま
し
た
。
そ
の
本
棚
を
地
域

の
森
林
づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が

広
く
利
用
す
る
朝
日
村
図
書
館
に
設
置
し
ま
し
た
。

図
書
館
を
利
用
す
る
方
か

ら
の
評
判
も
良
く
、
本
棚
を

も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
と

多
く
の
利
用
者
か
ら
の
要
望

も
あ
り
、
本
年
度
も
本
棚
を

設
置
し
て
多
く
の
利
用
者
に

県
産
材
の
木
製
品
の
良
さ
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

�

【
森
林
政
策
課
】

森林税の活用について
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木
曽
川
源
流
の
森
林
づ
く
り	

～
進
む
木
曽
川
上
下
流
交
流
～

一
〇
月
十
七
日
、
木
曽
川
源
流
の
里
木
祖
村
こ
だ
ま
の
森
に
お
い
て
、
平
成

二
十
七
年
度
木
曽
郡
植
樹
祭　

木
祖
村
・
日
進
市
合
同
育
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
秋
の
さ
わ
や
か
な
日
差
し
の
も
と
、
郡
内
外
か
ら
総
勢

四
百
三
十
名
の
参
加
を
得
て
、
山
を
彩
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
の
植
栽
や
ヒ
ノ
キ
の

間
伐
、
歩
道
の
チ
ッ
プ
撒
き
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

今
回
の
郡
植
樹
祭
は
、
来
年
、
長
野
県
で
開
催
さ
れ
る
第
67
回
全
国
植
樹
祭
の

応
援
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
、
式
典
会
場
に
は
、
横
断
幕
や
の
ぼ
り

旗
が
設
置
さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
に
チ
ラ
シ
が
手
渡

さ
れ
る
な
ど
、
県
民
参
加
の
全
国
植
樹
祭
へ
と
気

運
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

更
に
、
日
進
市
や
愛
知
中
部
水
道
企
業
団
の
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
、「
平
成
日
進
の
森も

林り

」
の
整

備
や
素
晴
ら
し
い
天
然
林
で
知
ら
れ
る
水
木
沢
の

散
策
に
参
加
し
、
お
い
し
い
水
や
空
気
を
生
み
出

す
森
林
の
大
切
さ
を
五
感
を
も
っ
て
再
認
識
し
て

い
る
よ
う
で
し
た
。
木
曽
は
、
上
下
流
交
流
が
盛

ん
な
地
域
で
す
が
、
そ
の
交
流
が
一
層
深
ま
っ
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

御
嶽
山
の
噴
火
か
ら
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
は
、
様
々
な
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
木
曽
の
山
な
み
も
日
々
美
し
さ
を
増
し
て
お

り
ま
す
の
で
、『
つ
な
が
ろ
う
木
曽
』
を
合
言
葉

に
大
勢
の
方
が
木
曽
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

�
【
木
曽
地
方
事
務
所
】

各
地
方
事
務
所
の
取
組
を
、今
号
と
１
月
号
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

ホ
ン
シ
メ
ジ
の
出
る
山
づ
く
り

松
川
町
林
研
グ
ル
ー
プ
で
は
、
昨
年
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
た
際
、
ホ

ン
シ
メ
ジ
の
人
工
栽
培
試
験
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
を
松
川
町
で

も
実
践
す
る
気
運
が
高
ま
り
、
去
る
十
月
二
十
五
日
に
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
協

力
を
得
て
座
学
及
び
現
地
で
の
植
菌
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

喬
木
村
の
財
産
区
で
も
雑
き
の
こ
の
採
れ
る
山
を
作
る
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
松
く
い
虫
の
被
害
が
進
む
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
特
用
林
産
の
増

産
を
目
指
し
た
山
づ
く
り
お
手
伝
い
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

�

【
下
伊
那
地
方
事
務
所
】

地方事務所の取組み（下伊那・木曽）

参加者による植栽（ヤマザクラ等） 式典会場の様子

不用木除去コナラの根に培養した菌

座学表土の除去
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地方事務所の取組み（松本・北安曇）

筑
北
地
域
の「
シ
カ
行
動
マ
ッ
プ
」を
作
成
中

松
本
管
内
の
生
坂
、
麻
績
、
筑
北
の
い
わ
ゆ
る
筑
北
地
域
で
の
シ
カ
被
害
は
、

こ
の
一
〇
年
間（
平
成
十
五
～
二
十
五
）で
四
倍
に
増
加
し
、
農
業
被
害
も
管
内
全
体

の
六
十
三
％
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
松
本
地
方
事
務
所
で
は
、
林
務
課
、
農
政
課
、
地
域
政
策
課
、
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
で
構
成
さ
れ
た
「
野
生
鳥
獣
被
害
先
端
地
域
サ
ポ
ー
ト

隊
」
を
発
足
さ
せ
、
シ
カ
の
隠
れ
家
や
餌
場
、
行
動
ル
ー
ト
な
ど
を
鳥
獣
保
護
員

や
猟
友
会
員
な
ど
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
シ
カ
が
潜
む
集
落（
畑
）近
く
の
森
林
や
竹
や
ぶ
、
そ
こ
か
ら
夜
に

畑
等
に
出
て
き
て
採
餌
を
行
う
ル
ー
ト
、
道
路
・
鉄
道
を
横
断
し
て
い
る
場
所
、

犀
川
な
ど
の
大
き
な
河
川
を
泳
い
で
渡
る
箇
所
な
ど
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
現
地
調
査
と
取
り
ま

と
め
の
段
階
で
す
が
、
増
え
た

シ
カ
は
長
野
方
面
や
北
ア
ル
プ

ス
方
面
へ
も
拡
散
し
て
い
る
と

み
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
う
し
た
情
報
を

「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
行
動
マ
ッ
プ
」

に
集
約
さ
せ
て
、
農
家
の
防
除

に
役
立
て
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
市
町
村
や
ハ
ン
タ
ー
の
皆

さ
ん
と
連
携
し
な
が
ら
、
マ
ク

ロ
視
点
で
被
害
拡
大
を
抑
制
し

て
い
く
た
め
に
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

�

【
松
本
地
方
事
務
所
】

子
供
た
ち
の
森
林・林
業
の
学
び
の
お
手
伝
い

地
方
事
務
所
林
務
課
へ
は
、
学
校
等
か
ら
子
供
の
た
め
に
森
林
・
林
業
の
体
験

指
導
の
依
頼
が
あ
り
ま
す
。

大
町
市
の
商
工
会
議
所
青
年
部
か
ら
は
、
八
月
の
大
町
や
ま
び
こ
祭
り
に
お
け

る
「
キ
ッ
ズ
ワ
ー
ク
お
仕
事
体
験
in
お
お
ま
ち
」
へ
の
出
展
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

丸
太
切
り
に
よ
る
コ
ー
ス
タ
ー
製
作
と
大
北
木
材
協
同
組
合
提
供
の
ト
チ
ノ
キ
プ

レ
ー
ト
に
よ
る
看
板
製
作
を
企
画
し
、
約
二
百
名
の
参

加
を
得
て
、
時
間
終
了
後
も
子
供
が
残
っ
て
い
る
ほ
ど

出
展
団
体
の
中
で
一
番
人
気
で
し
た
。

白
馬
南
小
学
校
か
ら
の
依
頼
で
は
、
七
月
の
苗
木
の

ス
ク
ー
ル
ス
テ
イ
の
事
前
学
習
で
森
林
の
公
益
的
機
能

を
模
型
に
よ
り
教
え
ま
し
た
。
ま
た
、
十
月
の
木
崎
湖

キ
ャ
ン
プ
で
は
、カ
リ
ン
バ
や
竹
コ
ッ
プ
の
製
作
で「
木

工
道
具
を
使
う
」
と
い
う
目
標
で
指
導
し
ま
し
た
。
教

頭
先
生
の
「
子
供
の
目
が
変
わ
っ
た
」
と
の
お
言
葉
が

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

白
馬
高
校
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
小
谷
村
の
炭

焼
き
職
人
の
山
本
国
弥
さ
ん
を
訪
ね
、
ア
カ
マ
ツ

と
木
炭
と
刀
の
つ
な
が
り
を
学
び
ま
し
た
。
漫
画

『
K
A
T
A
N
A
』
の
作
者
か
ま
た
き
み
こ
さ
ん
、
刀

匠
の
河
内
一
平
さ
ん
、
林
業
の
黒
川
彰
さ
ん
に
も
来
て

い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
長
野
放
送
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
受
け
た
生
徒

は
、「
後
継
者
が
増
え
る
と
い
い
と
思
い
ま
し
た
。」
と

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

�
【
北
安
曇
地
方
事
務
所
】

ニホンジカ行動マップ(部分)

頑張って切りましたキリを使って共同作業かまたきみこさん
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「
お
た
り
の
雑
木
を
活
か
す
た
め
の		

	

森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催
の
お
知
ら
せ

小
谷
村
の
中
谷
開
発
委
員
会
で
は
、
小
谷
村
の
豊
富
な
広
葉
樹
資
源
の
活
用
を
考
え

て
い
く
た
め
に
、
三
名
の
有
識
者
に
よ
る
講
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
し
ま
し

た
。
下
記
に
よ
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
是
非
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
講
演
者
】

有
賀
恵
一
氏
／ 

伊
那
市
在
住
。
有
賀
建
具
店
社
長
。
高
校
在
学
中
、
原
生
林
が
毎
日
伐

り
倒
さ
れ
伐
採
さ
れ
て
も
使
い
道
の
な
い
木
は
チ
ッ
プ
に
さ
れ
る
と

い
う
現
状
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
今
ま
で
ム
ダ
だ
と
言
わ
れ
て
き
た

木
や
端
材
を
使
い
、
多
種
多
様
な
木
の
個
性
を
生
か
す
製
品
作
り
を
実

施
し
て
い
る
。
平
成
十
五
年
、
卓
越
技
術
者
知
事
表
彰
を
受
賞
。

五
十
嵐
正
氏
／ 

山
形
県
鶴
岡
市
関
川
在
住
。
関
川
し
な
織
協
同
組
合
組
合
長
。「
シ
ナ

ノ
キ
」、「
オ
オ
バ
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
」
ま
た
は
「
ノ
ジ
リ
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
」
を

使
っ
た
国
指
定
の
伝
統
的
工
芸
品
「
羽
越
し
な
布
」
の
技
術
・
文
化
を

継
承
し
つ
つ
、
時
代
の
需
要
に
応
え
る
製
品
の
開
発
を
進
め
る
。

西
谷
真
理
氏
／ 

東
京
都
在
住
。
㈱
栃
本
天
海
堂
東
京
営
業
所
勤
務
。
漢
方
薬
・
生
薬
を

扱
う
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
な
ど
を
担
当
。
医
薬
品
に
関
す
る
情
報
収

集
及
び
情
報
提
供
の
他
、
生
薬
に
つ
い
て
の
勉
強
会
も
行
う
。

【
日
時
】

一
日
目　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日（
土
）

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時
三
十
分　

講
演

十
五
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分　

パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

二
日
目　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
二
日（
日
）�九
時
～
十
二
時
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
予
定
）

①
有
賀
恵
一
氏
に
よ
る
広
葉
樹
に
よ
る
家
具
・
建
具
製
作
に
つ
い
て

②
五
十
嵐
正
氏
に
よ
る
シ
ナ
ノ
キ
を
利
用
し
た
し
な
織
作
り
に
つ
い
て

③
西
谷
真
理
氏
に
よ
る
野
山
に
あ
る
生
薬
原
料
に
つ
い
て

【
会
場
】

中
土
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
「
や
ま
つ
ば
き
」（
北
安
曇
郡
小
谷
村
大
字
中
土
６
４
８
５
番
地
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

柴
田
：
０
２
６
１
－
８
２
－
２
０
０
１（
小
谷
村
役
場
内
）

山
口
：
０
２
６
１
－
２
３
－
６
５
２
２（
北
安
曇
地
方
事
務
所	

林
務
課
）

地方事務所の取組み（長野）／おたりの雑木を活かすための森林フォーラム

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
会
議
実
施	

～
素
材
生
産
量
倍
増
へ
長
野
森
林
組
合
の
取
組
～

長
野
森
林
組
合
で
は
、
年
間
の
素
材
生
産
量
約
三
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
二
倍
の

六
万
立
方
メ
ー
ト
ル
へ
増
や
す
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
取
組
み
を
は
じ
め
て
い

ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
が
、
各
支
所
に
い
る
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
集
め
て
の
会
議
開

催
で
す
。

長
野
森
林
組
合
で
は
、
現
在
、
認
定
見
込
み

者
も
含
め
て
五
人
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
各
支
所
の

中
堅
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
彼
ら
が
一
～

二
ヶ
月
に
一
度
程
度
、
本
所
へ
集
ま
っ
て
、
今

後
の
森
林
づ
く
り
や
素
材
生
産
に
向
け
、
提
案

型
集
約
化
施
業
を
具
体
的
に
進
め
る
た
め
の
課

題
や
そ
の
解
決
方
法
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

地
方
事
務
所
の
林
業
普
及
指
導
員
な
ど
も
そ

の
議
論
に
加
え
て
も
ら
う
こ
と
が
、
時
々
あ
り

ま
す
が
、
彼
ら
の
林
業
に
掛
け
る
熱
い
思
い
が

伝
わ
っ
て
来
て
身
が
引
き
締
ま
り
ま
す
。

議
論
し
た
結
果
は
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
達
が
各
支

所
に
持
ち
帰
っ
て
、
地
元
説
明
会
な
ど
森
林
所

有
者
へ
の
施
業
提
案
の
仕
方
な
ど
へ
反
映
さ

れ
、
同
席
し
て
い
た
他
の
職
員
へ
の
見
本
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
彼
ら
と
力
を
合

わ
せ
て
、
地
域
の
林
業
創
生
へ
取
組
ん
で
い
き

た
い
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
す
。

�

【
長
野
地
方
事
務
所
】

提案型集約化施業を実践（地元説明会） 熱い議論が続くプランナー会議
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「
木
曽
悠
久
の
森
」写
真
コ
ン
テ
ス
ト 

	

林
野
庁
中
部
森
林
管
理
局

林
野
庁
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
世
界
的
に
も
希
少
で
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て

い
る
天
然
の
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ
ラ
等
の
温
帯
性
針
葉
樹
林
を
「
森
林
生
物
多
様
性
復

元
地
域（
愛
称
：
木
曽
悠
久
の
森
）」
に
設
定
し
、
天
然
林
の
保
存
と
、
人
工
林
か
ら

天
然
林
へ
の
復
元
を
図
る
取
組
を
始
め
て
い
ま
す
。

「
木
曽
悠
久
の
森
」
は
、
温
帯
性
針
葉
樹
林
が
ま
と
ま
っ
て
分
布
す
る
エ
リ
ア

を
つ
な
ぐ
形
で
長
野
県
上
松
町
、
王
滝
村
、
大
桑
村
、
岐
阜
県
中
津
川
市
に
わ
た

る
国
有
林
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
面
積
は
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
約
三
千
五
百
個

分
、
一
万
六
、五
七
九
ha
に
及
び
ま
す
。

大
径
の
天
然
木
曽
ヒ
ノ
キ
林
が
広
く
残
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
古
く
は
築
城
や
神

社
・
仏
閣
の
用
材
を
供
給
し
、
最
近
で
は
森
林
浴
や
キ
ャ
ン
プ
で
も
楽
し
ま
れ
る

な
ど
、
人
々
と
の
関
わ
り
の
中
で

息
づ
い
て
き
た
「
木
曽
悠
久
の
森
」

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い

ま
し
た
。

応
募
の
あ
っ
た
九
十
一
点
の
中

か
ら
、
最
優
秀
賞
一
点
に
上
松
町

在
住
の
野
田
光
雄
さ
ん
の
作
品
が
、

そ
の
ほ
か
優
秀
賞
五
点
、
入
選
一
〇

点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
表
彰

式
が
、
九
月
十
九
日
に
木
曽
郡
木

曽
町
の
木
曽
文
化
公
園
・
文
化
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
た
「
人
と
生
き

も
の
つ
な
が
り
創
生
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
「
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
女
神
」
も
参
加
し
、
林
野
庁
中
部
森
林
管

理
局
長
か
ら
表
彰
状
の
授
与
と
、
木
曽
観
光
連
盟
な
ど
の
共
催
団
体
か
ら
副
賞
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
の
後
、「
女
房
に
ヒ
ノ
キ
笠
を
か
ぶ
せ
て
先
を
歩
か
せ
た
の
が
よ
か
っ

た
か
な
」「
木
曽
地
域
を
応
援
し
た
か
っ
た
の
で
受
賞
で
き
て
た
い
へ
ん
う
れ
し

い
」
な
ど
の
感
想
が
受
賞
者
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

林
野
庁
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、「
木
曽
悠
久
の
森
」
の
保
存
や
復
元
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
そ
の
適
切
な
利
用
を
通
じ
て
木
曽
地
域
の
振
興
に
貢
献
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
皆
様
に
「
木
曽
悠
久
の
森
」
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
催
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、「
木
曽
悠
久
の
森
」
を
ぜ
ひ

訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

表彰状を授与される最優秀賞を受賞した野田さん

最
優
秀
賞
「
森
の
散
歩
道
」

� 木曽悠久の森��写真コンテスト
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市
民
活
動
グ
ル
ー
プ	

「
あ
づ
み
の
再さ

い

き活
の
松
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が	

	

全
国
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

七
月
二
十
一
日
、
東
京
都
コ
ー
プ
ビ
ル
に
お
い
て
、
平
成
二
十
七
年
度
全
国
森

林
病
虫
獣
害
防
除
協
会
通
常
総
会
に
引
き
続
き
、
森
林
病
虫
獣
害
防
除
活
動
優
良

事
例
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
全
国
で
三
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

長
野
県
か
ら
は
、
安
曇
野
市
内
に
お
い
て
「
松
く
い
虫
被
害
」
の
周
知
活
動
や

被
害
材
の
有
効
活
用
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
「
あ
づ
み
の

再
活
の
松
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
県
内
で
の
受
賞
は
初

め
て
の
こ
と
で
す
。

あ
づ
み
の
再
活
の
松
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
松
く
い
虫
被
害
の
原
因
で
あ
る
「
マ

ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
」
を
捕
食
す
る
ア
カ
ゲ
ラ
の
巣
箱
づ
く
り
を
通
じ
、
環
境

学
習
を
実
施
し
な
が
ら
、
市
民
等
に
松
枯
れ
の
現
状
を
周
知
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
松
枯
れ
材
を
含
む
ア
カ
マ
ツ
材
を
有
効
活
用
し
、
被
害
木
に
よ
る
木
工

作
品
を
制
作
し
、
木
工
教
室
や
展
示
等
に
よ
り
ア
カ
マ
ツ
の
良
さ
を
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
る
こ
と
が
、
地
域
に
根
付
い
た
活
動
と
評
価
さ
れ
、
今
回

の
受
賞
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
づ
み
の
再
活
の
松
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
松
く
い
虫
被
害
で
枯
れ
て
し
ま
っ
た

ア
カ
マ
ツ
を
、
再
び
活
か
す
と
い
う
思
い
か
ら
、
平
成
二
十
三
年
六
月
に
設
立
さ

れ
、
現
在
ま
で
に
ア
カ
ゲ
ラ
の
巣
箱
を
市
内
で
約
２
５
０
箱
設
置
し
て
い
ま
す
。

木
工
作
品
も
種
類
が
増
え
、
今
年
の
四
月
に
は
市
内
に
お
い
て
展
示
会
も
開
い
て

い
ま
す
。

本
年
度
は
、
信
州
の
木
活
用
モ
デ
ル
地
域
支
援
事
業
に
手
を
挙
げ
、
ア
カ
マ
ツ

再
活
用
促
進
事
業
と
し
て
、
地
域
と
連
携
し
て
木
工
作
品
等
を
制
作
し
、
皆
さ
ん

に
信
州
の
木
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
予
定
で
す
。�

【
安
曇
野
市 

農
林
部
】

展示会の様子木工教室の様子

アカゲラ巣箱設置の様子 アカマツの積木で遊ぶ子供 表彰式

ベンチ設置前のプロジェクトの皆さん

あづみの再活の松プロジェクト
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� お知らせ

〈
長
野
県
林
務
部
鳥
獣
対
策
・
ジ
ビ
エ
振
興
室
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉	

十一月
十
五
日
に	

今
年
度
の
狩
猟
が
解
禁
に
な
り
ま
す
！

	

１　
狩
猟
解
禁
日

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
五
日（
日
）

（
銃
猟
に
つ
い
て
は
、
暦
に
よ
る
日
の
出
時
刻
を
も
っ
て
解
禁
）

	

２　
狩
猟
期
間

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
五
日（
日
）か
ら

平
成
二
十
八
年
二
月
十
五
日（
月
）ま
で

た
だ
し
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
の
わ
な
猟
に
限
り
平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

（
火
）ま
で
狩
猟
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

	

３　
狩
猟
場
所

県
内
全
域
の
一
般
猟
区（
鳥
獣
保
護
区
、
休
猟
区
等
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
狩
猟
可

能
の
場
所
全
て
）

	

４　
く
く
り
わ
な
の
直
径
規
制
解
除

ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
を
促
進
す
る
た
め
、
十
二

㎝
以
下
に
規
制
さ
れ
て
い
る
く
く
り
わ
な
の
直
径（
短
径
）が

次
の
期
間
に
限
り
規
制
解
除
さ
れ
ま
す
。

※
規
制
解
除
期
間

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日（
火
）か
ら

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日（
火
）ま
で

	

５　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
制
限
数
緩
和

平
成
二
十
四
年
度
の
狩
猟
か
ら
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
一
日
の
捕
獲

制
限
を
以
下
の
表
の
と
お
り
緩
和
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度

に
お
い
て
も
同
様
に
緩
和
い
た
し
ま
す
。

	

６　
事
故
防
止
に
つ
い
て

県
で
は
、
狩
猟
者
に
対
し
、
法
令
や
マ
ナ
ー
の
遵
守
を
指
導

し
、
狩
猟
事
故
防
止
の
安
全
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
よ
り

一
層
の
安
全
確
保
の
た
め
、
林
業
者
の
皆
さ
ん
が
狩
猟
期
間
中

に
森
林
内
に
入
る
際
に
は
、
事
故
防
止
対
策
と
し
て
、
蛍
光
色

な
ど
の
目
立
つ
色
の
服
装
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

第
四
回	

狩
猟
免
許
試
験·	

	

初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習
会
の
お
知
ら
せ

本
年
度
最
後
と
な
る
第
４
回
の
狩
猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
試
験
内
容

に
即
し
た
初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

長
野
県
内
に
住
所
が
あ
り
、
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
い
と
お
考
え
の
方
や
種
別
の
異

な
る
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
受
験
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
度
か
ら
「
網
猟
免
許
」
及
び
「
わ
な
猟
免
許
」
は
、
免
許
取
得
年
齢
が

引
き
下
げ
ら
れ
、
満
十
八
歳
以
上
の
方
か
ら
受
験
が
可
能
で
す
。
受
験
・
受
講
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
お
近
く
の
地
方
事
務
所
林
務
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

	

１　
試
験
日
程

平
成
二
十
八
年
二
月
二
〇
日（
土
）（
会
場
は
左
の
試
験
日
程
を
参
照
）

	

２　
講
習
会
日
程

会
場
に
よ
り
日
程
が
異
な
り
ま
す（
左
の
講
習
会
日
程
を
参
照
）

	

３　
試
験・講
習
会
受
付
期
間

平
成
二
十
八
年
一
月
十
八
日（
月
）～
一
月
二
十
九
日（
金
）

ニホンジカの地域個体群別捕獲制限緩和状況

地域 関東山地
地域個体群

八ヶ岳
地域個体群

南アルプス
地域個体群

その他の
地域

1日の
捕獲頭数

オス1頭まで
(わなに限り制
限なし)、メス
制限なし

オス1頭まで
(わなに限り制
限なし)、メス
制限なし

オス1頭まで
(わなに限り制
限なし)、メス
制限なし

オス制限なし、
メス制限なし

第4回狩猟免許試験日程
回数 月日 会場 時間

第
4
回

平成28年
2月20日
（土曜日）

佐久合同庁舎

8：30

～

17：00

諏訪合同庁舎
飯田合同庁舎
松本合同庁舎
長野合同庁舎

初心者狩猟免許試験講習会日程
対象者 月日 会場 時間

第
４
回　

試
験
受
験
者
対
象

平成28年
2月5日
（金曜日）

北信合同庁舎

会場毎に開始及び
終了時間が異なりま
す。申し込みの際に
ご確認ください。

平成28年
2月10日
（水曜日）

木曽合同庁舎

平成28年
2月11日
（木曜日）

大町合同庁舎

平成28年
2月13日
（土曜日）

諏訪合同庁舎
飯田合同庁舎
松本合同庁舎
長野合同庁舎

平成28年
2月17日
（水曜日）

佐久合同庁舎
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お知らせ

◆お問合せ
長野森林組合　鬼無里事業所
〒381－4301長野市鬼無里2552番地
TEL：026－256－2233　
FAX：026－256－2234

長野森林組合  お歳暮のご案内
鬼無里の食品工場で製造した、地元・国産原料を使用し、合成化学調味料
など不使用の安全･安心な詰合せはいかがですか。

＊直送やのし対応も可能ですので、
　お気軽にお問合せ下さい。

ご飯大好きセット
（他にも各種ございます）

本部事務所（製品） 荻原事務所（原木） 坂下事務所（原木） 国有林土場等活用委託販売市売日
納市	 12月19日（土） 納市	 12月16日（水） 納市	 12月15日（火） 納市　12月 8日（火）

入札物件紹介・入札結果はホームページで掲載
※	本市売は、これまでの木曽地区国有林の公売に代わるものです。

野 村 　 弘理 事 長
本部事務所：長野県木曽郡上松町正島町2-45
☎0264-52-2480　FAX0264-52-2324

荻原事務所：長野県木曽郡上松町荻原字中島1431-1　☎0264-52-2483㈹　FAX0264-52-4885
やぶ原土場：長野県木曽郡木祖村薮原844-1　　　　	 ☎0264-24-0085㈹　FAX0264-24-0086
坂下事務所：岐阜県中津川市坂下133-1　　　　　　☎0573-75-3178㈹　FAX0573-75-3172

※入札参加資格・入札条件等詳細については下記へお問い合わせください。

ホームページアドレス　http://www.kisokan.com

12月の市売りのご案内

信
州
マ
ツ
タ
ケ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム	

開
催
の
お
知
ら
せ

マ
ツ
タ
ケ
生
産
者
等
の
技
術
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
例
年
開

催
し
て
い
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
本
年
も
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日　
時　
　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
八
日（
火
） 

13
時
30
分
か
ら
16
時

場　
所　
　

長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー　

大
研
修
室

主　
催　
　

長
野
県
特
用
林
産
振
興
会

共　
催　
　

一
般
社
団
法
人
長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー

後　
援　
　

長
野
県

内　
容　
　

１　

 

平
成
二
十
七
年
度
の
県
内
マ
ツ
タ
ケ
生
産
量
及
び
生

産
振
興
に
関
す
る
各
地
の
取
組
み
に
つ
い
て

２　

平
成
27
年
度
マ
ツ
タ
ケ
発
生
状
況
に
つ
い
て

３　

 

マ
ツ
タ
ケ
増
産
の
て
び
き
改
訂
Ⅳ
版
の
お
も
な
改

訂
内
容
に
つ
い
て

お
申
し
込
み
は
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日（
火
）ま
で
に
、
長

野
県
特
用
林
産
振
興
会
各
支
部
事
務
局（
県
地
方
事
務
所
林
務
課
普

及
担
当
係
）ま
で
。
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� 県森連だより

第
６
回	

森
林
組
合
交
流
会
開
催

10
月
22
日
、
伊
那
市
の
高
遠
さ
く
ら

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
第
６
回
森
林
組
合

交
流
会（
主
催
：
長
野
県
森
林
組
合
長
会
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
が
上
伊
那
森
林
組
合
・

伊
藤
清
専
務
よ
り
、主
催
者
挨
拶
が
長

野
県
森
林
組
合
長
会
・
林
和
弘
会
長

よ
り
、当
番
組
合
挨
拶
が
上
伊
那
森
林

組
合
・
白
鳥
孝
組
合
長
よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

開
会
の
後
は
全
体
会
議
へ
移
り
、
林

会
長
が
座
長
と
な
り
議
事
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。会
議
で
は
組
合
長
会
の
経
緯
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
や
森
林
整
備
の
低
コ

ス
ト
化
に
関
す
る
事
項
な
ど
が
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

全
体
会
議
後
は
、信
州
大
学
学
術
研

究
院・
植
木
達
人
教
授
よ
り
、「
地
域
林

業
の
発
展
に
お
け
る
基
礎
的
視
点
」と

題
し
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
戦
後
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
の
財
界
に
よ
る
提
言
や
報
告
書
、

そ
れ
ら
に
伴
う
林
業
施
策
の
変
遷
に
つ

い
て
示
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
現
在

の
林
業
の
立
ち
位
置
、
さ
ら
に
地
域
林

業
発
展
の
基
礎
的
な
条
件
に
つ
い
て
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

翌
23
日
は
上
伊
那
森
林
組
合
の
ペ

レ
ッ
ト
工
場
と
住
宅
建
築
現
場
の
見
学

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
工
場
で
は
木
質
ペ

レ
ッ
ト
「
ピ
ュ
ア
１
号
」
の
特
徴
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
工
場
内
で
生
産
さ

れ
る
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
建
築
現
場
で
は
、

生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
増
改
築
が

容
易
な
キ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
事
業
の
見
学
を

行
い
ま
し
た
。

全
国
植
樹
祭
に
向
け
て	

	
	

飯
山
駅
南
口
植
樹
祭
開
催

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
南
口
に
て
、
11

月
３
日（
火
・
祝
）10
時
よ
り
、「
第
67

回
全
国
植
樹
祭
な
が
の
応
援
イ
ベ
ン
ト 

飯
山
駅
南
口
植
樹
祭
」（
主
催
：
北
陸
新

幹
線
飯
山
駅
開
業
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
３
０
０

人
を
上
回
る
市
民
や
関
係
者
の
方
々
が

訪
れ
ま
し
た
。

木
島
平
小
学
校
「
緑
の
少
年
団
」
に

よ
る
コ
カ
リ
ナ
演
奏
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
開
会
の
あ
い
さ
つ

が
飯
山
市
・
足
立
正
則
市
長
よ
り
行
わ

れ
、
続
い
て
県
議
会
議
員
・
宮
本
衡
司

氏
、
県
植
樹
祭
推
進
室
・
河
合
広
室
長
、

全
国
林
業
後
継
者
大
会
長
野
県
実
行
委

員
会
・
田
中
忠
会
長
ら
よ
り
来
賓
の
挨

拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
後
は
、
駅
南
口
へ
地
元
鍋
倉

山
の
ブ
ナ
な
ど
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
来
年
春
に
向
け
て
し
っ

か
り
根
付
く
よ
う
、
丹
念
に
植
樹
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

植
樹
後
は
間
伐
材
の
プ
ラ
ン
タ
ー

カ
バ
ー
作
成
が
行
わ
れ
、
多
く
の
地
元

小
学
生
ら
が
参
加
し
、
く
ぎ
打
ち
に
苦

戦
し
な
が
ら
も
丁
寧
に
プ
ラ
ン
タ
ー
カ

バ
ー
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。

新
幹
線
の
駅
前
が
森
と
な
っ
て
い

る
よ
う
な
所
は
全
国
で
も
見
ら
れ
な
い

と
の
こ
と
な
の
で
、
今
回
植
樹
し
た
ブ

ナ
が
大
き
く
育
ち
、
飯
山
駅
前
が
、
乗

客
が
降
り
た
と
き
に
ホ
ッ
と
な
る
よ
う

な
安
ら
げ
る
森
の
駅
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

飯山駅前での植樹

林会長による議事進行ペレット原料を手に取る参加者
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ア
カ
マ
ツ
美
林
を
守
る
た
め
に	

防
除
研
修
会
開
催

10
月
16
日（
金
）、
安
曇
野
市
も
く

り
ゅ
う
館
に
て
、
森
林
病
虫
獣
害
防
除

研
修
会（
主
催
：
長
野
県
林
業
薬
剤
防
除
協

会
・
長
野
県
造
林
協
会
・
長
野
県
森
林
組
合

連
合
会
ほ
か
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
研
修
会
は
、
年
々
深
刻
化
す
る
松

く
い
虫
被
害
に
対
し
効
率
的
な
防
除
に

つ
い
て
の
知
識
を
得
る
た
め
に
開
催
さ

れ
て
お
り
、
本
年
は
１
０
０
名
を
超
え

る
県
内
林
業
関
係
者
が
研
修
会
に
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
が
長
野
県
薬
剤

防
除
協
会
・
田
中
易
会
長
お
よ
び
同
協

会
・
海
野
晴
彦
副
会
長
よ
り
行
わ
れ
、

続
い
て
来
賓
あ
い
さ
つ
を
中
部
森
林
管

理
局
計
画
保
全
部
保
全
課
・
池
戸
健
志

課
長
補
佐
よ
り
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
講
演
会
に
移
り
、「
日
本

最
後
の
ア
カ
マ
ツ
美
林
を
守
り
き
る
た

め
に
」
と
題
し
、
京
都
大
学
・
二
井
一

禎
名
誉
教
授
よ
り
研
修
講
演
を
い
た
だ

き
、
マ
ツ
枯
れ
の
感
染
か
ら
枯
死
へ
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
と
感
染
鎖
、
さ
ら
に
失
敗

事
例
に
学
ぶ
防
除
の
在
り
方
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
二
井
氏
は
、
予
算
的
制

限
は
あ
る
も
の
の
、
マ
ツ
枯
れ
防
除
は

広
範
囲
に
一
斉
に
実
施
し
、
枯
死
木
の

徹
底
的
な
駆
除
が
必
要
で
あ
る
と
締
め

ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
県
林
務
部
森
林
づ
く
り
推

進
課
保
安
林
係
・
松
尾
一
穂
担
当
係
長

よ
り
「
松
く
い
虫
被
害
の
状
況
と
被
害

対
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
県
内
の
被

害
状
況
と
対
策
、
お
よ
び
秋
田
県
に
お

け
る
マ
ツ
枯
れ
防
護
帯
の
事
例
を
説
明

頂
き
ま
し
た
。
秋
田
県
で
は
ゾ
ー
ニ
ン

グ
と
海
岸
線
を
利
用
し
た
選
択
的
防
除

に
よ
り
成
果
を
上
げ
て
い
る
た
め
、
単

純
に
長
野
県
で
適
用
す
る
と
は
い
か
な

い
も
の
の
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
つ

つ
、
生
物
学
的
な
選
定
に
よ
っ
て
効
果

的
な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
模
索
す
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

最
後
は
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
―
育

林
部
・
柳
澤
賢
一
技
師
よ
り
「
伐
倒

処
理
の
実
技
講
習
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
中
信
木
材
セ
ン
タ
ー
の
土
場
に
お

い
て
、
適
切
な
く
ん
蒸
処
理
の
た
め
の

実
技
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
土
場
で

は
実
際
に
集
積
し
た
丸
太
を
見
本
に
被

覆
・
く
ん
蒸
を
行
い
、
適
正
な
薬
剤
使

用
方
法
と
、
そ
の
投
入
方
法
の
長
所
・

短
所
に
つ
い
て
説
明
頂
き
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
実
際
の
林
地
に
お
け
る
設

置
の
コ
ツ
や
枝
条
な
ど
の
処
理
方
法
に

つ
い
て
質
問
が
挙
が
り
ま
し
た
。

実
地
研
修
後
、
閉
会
の
挨
拶
を
本
協

会
・
牧
司
副
会
長
よ
り
い
た
だ
き
、
本

研
修
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
に
よ
り
、
長
野
県
の
マ
ツ

枯
れ
被
害
が
少
し
で
も
減
少
す
れ
ば
幸

い
で
す
。

参加者による質問くん蒸処理の実技講習の様子

松尾氏による被害状況説明 二井氏による研修講演



樹
種

長さ 
(ｍ)

規
格

末口 
(ｃｍ)

高値 
(円/㎥)

中値 
(円/㎥)

気
配 備考

ひ
の
き

3.0 直 16 ～ 18 19,000 15,000 △

直造材でお願いします。
並材引き合いあり。
6ｍ材は直材のみ

直 20上 18,000 15,000 △

4.0

直 16 ～ 18 16,500 15,000 -
込 20 ～ 28 17,000 15,000 -
元 20 ～ 28 23,000 17,000 〇
曲 14 ～ 18 13,000 10,000 -
曲 20上 14,000 12,000 -

6.0 直 18 ～ 22 29,200 25,000 〇
栗 3.0 ～ 4.0 込 16 ～ 34 25,000 15,000 〇

広葉樹の太物に高値
人気

胡
桃 2.0 ～ 4.0 込 20 ～ 30 23,000 16,000 〇

欅 3.0 ～ 4.0 直 46 ～ 78 122,000 90,000 〇
桜 3.0 ～ 4.0 込 24上 19,000 9,000 〇

か
ら
ま
つ

4.0

直 18 ～ 20 13,000 8,000 -

中目直材引き合いあり
直 20上 14,000 11,000 〇
曲 14 ～ 18 8,000 6,000 -
曲 20上 11,000 9,000 -

あ
か
ま
つ

4.0
込 18 ～ 22 10,000 6,000 △ 需要期に入る為伐採

予定の方はご連絡下
さい

込 24 ～ 28 10,000 8,000 △
直 30上 12,000 10,000 △

す
ぎ

3.0 直 16 ～ 18 10,000 8,000 -

4ｍ中目材に人気。
20㎝上は4ｍ造材
でお願いします。

直 20上 8,000 6,000 -

4.0 

直 22 ～ 28 14,000 12,000 〇
元 30上 16,900 13,000 〇
曲 14 ～ 18 6,000 5,000 △
曲 20上 8,000 6,000 △

樹
種

長さ 
(ｍ)

規
格

末口 
(ｃｍ)

高値 
(円/㎥)

中値 
(円/㎥)

気
配 備考

す
ぎ

3.0 直 16 ～ 18 12,000 9,000 3.0ｍ ×14～18cm
柱取り引合いあり
ます。20cm上は4.0
ｍ造材してくださ
い。4.0 直 30 ～ 40 28,000 12,000 

ひ
の
き

3.0 直 20上 18,000 13,000 
値段横這い。

4.0 直 20 ～ 28 20,000 13,000 
元 36 ～ 48 35,000 25,000 

か
ら
ま
つ

4.0

込 6 ～ 13 10,000 8,000 
材不足しています。
ご出品お願いいたし
ます。

直 14 ～ 18 10,000 8,000 
直 20上 13,000 12,000 
曲 14 ～ 18 8,000 5,000 
曲 20上 11,000 7,000 

あ
か
ま
つ

4.0 
込 18 ～ 24 12,000 9,000 需要期になります。

伐採予定あればご連
絡ください。込 26上 18,000 12,000 

く
り

2.0 ～
4.0 込 18 ～ 40 45,000 12,000 

広葉樹、応札活発。 
ご出品下さい。

く
る
み

4.0 込 18 ～ 42 25,000 14,000 

け
ん
ぽ 

な
し

3.0 ～
4.0 込 16 ～ 44 32,000 12,000 

第962回 市売市況表
（平成27年10月21日実施）

長野県森林組合連合会　 伊那木材センター
Tel0265-72-2684　Faｘ0265-76-8759

○ 強気配　－ 保合　△ 弱気配

第995回 市況表【開設57周年記念市】
（平成27年10月22日実施）

長野県森林組合連合会　 北信木材センター
Tel 026-295-5546　Faｘ 026-295-5547

○ 強気配　－ 保合　△ 弱気配　

第964回 市売り市況表
（平成27年10月20日実施）

長野県森林組合連合会　  中信木材センター
Tel 0263-77-2347　 Faｘ77-2349

○ 強気配　－ 保合　△ 弱気配

第468回 木材共販市況表
（平成27年10月22日実施）

飯伊森林組合木材共販所

出品量 1,420 ㎥ 販売量 1,419  ㎥ 落札率 99 % 買い方 35 社

出品量 4,607 ㎥ 販売量 4,586 ㎥ 落札率 99.5 % 買い方 50 社

出品量 4,323 ㎥ 販売量 3,458 ㎥ 落札率 80 % 買い方 50 社

需要期に入り応札活発な市売りでした。桧はもとより欅の太物に札が集まり高値
で落札されました。次回は開設54周年記念市となります。出品は仕分けの都合
上11月中旬をめどにお願い致します。合法認定事業者の登録をお願いするとと
もに出荷時にはその都度（合法認定番号および合法木材であるコメントを記載し
た内容の納品書の提出をお願いします。

今回は当センターの開設57周年記念市ということで、多くの良材をご出品いただき、
誠にありがとうございました。たくさんのお客様にご来場いただき、大変盛大な市売
りとなりました。
スギ・カラマツについては、高値も見られるようになってきておりますので、引き続き
出品をお願いします。また、どちらも長材の需要が増えてきておりますので、良材があ
りましたら積極的に造材をお願いします。広葉樹については、太材に高値が見られま
した。引き続き、欠点・長級等に注意しながら造材をお願いします。

【お願い】合法認定事業者の登録をお願いするとともに、出荷時にはその都度必ず（合
法認定番号及び「合法木材である」コメントを記載した内容の） 納品書 の提出をお願
いします。

需要期を迎え応札も活発でしばし高値がみられる市売となりました。今後も期待
できそうです。次回は開設53周年記念市を盛大に開催する予定ですのでより一
層のご協力お願いいたします。
尚、当連合会は合法木材に取り組んでおります。合法木材供給事業者の認定を取
得し、出荷時には合法的に伐採された木材であることのコメントと合法木材認定
番号が記載された納品書の提出をお願いします。 　　
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す
ぎ

3.0
直 16 ～ 18 13,000 9,000 直造材で出品願います。

直 20上 13,000 10,000 需要増加。
直造材でお願いします。

4.0

込 8 ～ 13 5,500 4,500 需要あり。出品願います。
直 14 ～ 20 12,500 9,600 出品願います。
直 22 ～ 28 13,500 11,000 応札活発 出品願います。
直 30上 16,000 11,000 直造材で出品願います。
曲 14 ～ 18 6,000 4,000 
曲 20上 11,000 7,000 

5.0 直 30 ～ 42 18,000 11,000 需要増加。無欠点・直造
材でお願いします。

か
ら
ま
つ

4.0

込 6 ～ 13 11,000 6,000 細物直造材を心がけて下
さい。

直 14 ～ 18 12,500 8,500 応札活発 出品願います。
直 20上 17,000 11,000 応札活発 出品願います。
曲 14 ～ 18 5,100 5,000 
曲 20上 12,500 9,000 

5.0 直 22上 18,000 13,000 需要増加。無欠点・直造
材でお願いします。

ひ
の
き

3.0 直 16 ～ 18 15,500 
直 20上 16,500 

4.0 

直 16 ～ 18 17,500 
直 20 ～ 28 20,000 
直 30上 22,000 
曲 20上 16,000 

け
や
き

2.8 112 380,000 一本単価

4.4 94 450,000 一本単価

き
は
だ

5.6 66 600,000 一本単価

樹
種 長さ 末口径

ｃｍ
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円
平均値

円
平均石値

円 備考

ひ
の
き

2.0 18 ～ 40 25,000 12,000 3,360
3.0 直 14 9,000 9,000 2,520

元直 16 20,000 17,500 4,900
込 18 ～ 22 17,000 15,000 4,200
込 24 ～ 28 27,500 18,500 5,180

中込 16 ～ 22 15,000 13,000 3,640
込 24 ～ 28 16,000 13,000 3,640
元 30上 30,000 20,000 5,600

4.0 元直 16 ～ 22 18,500 16,500 4,620
元 24 ～ 28 36,000 28,000 7,840

30上 85,000 36,000 10,080
中直 12 ～ 14 11,000 9,000 2,520

込 16 ～ 22 15,000 13,000 3,640
込 24 ～ 28 25,500 18,500 5,180

6.0 直 18 ～ 22 24,500 20,000 5,600
直 24 ～ 28 25,000 18,000 5,040

4.0 12下 360 300 一本売り

す
ぎ

4.0 込直 16 ～ 18 8,500 7,500 2,100
込直 20 ～ 22 10,500 8,500 2,380

24 ～ 28 13,500 12,500 3,500
30上 21,500 14,000 3,920

3.0 18 ～ 22 8,000 7,500 2,100
3.0 24 ～ 32 8,000 7,500 2,100

か
ら
ま
つ

3.0 直 14 ～ 22 5,000 4,500 1,260
4.0 込 12 ～ 14 5,500 5,000 1,400
4.0 込 16 6,000 5,000 1,400
4.0 込 18 ～ 28 11,500 8,500 2,380
4.0 直 30上 12,500 8,500 2,380
4.0 小曲り 14 ～ 30 5,000 3,500 980
4.0 直 12下 400 300 一本売り

あ
か
ま
つ

4.0 直 30上 10,200 10,000 2,800

40上 11,200 11,000 3,080

総　　評
10月に入り出荷量増加。ひのき、出荷量増加、良材出荷に応札集中、やや単価上昇。
すぎは、太物に引き合いあり、価格はやや上昇。からまつは、出荷量増加やや価格
上昇。出荷協力いただき、ありがとうございました。引き続き丁寧な造材を心がけ
てください。

出品量 2,800㎥・買い方 22社・落札率 98.0％
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